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 研究概要 
 

２１世紀の疾患・生活習慣病に対する予防・治療法が模索され、腎臓、肝臓に係わる生活習慣病やリ

ュウマチ、花粉症などに有効な手立てが求められている。これらの疾患に顕著な予防・治療作用を示す

枇杷種子由来エキスと、ＬＤＬコレステロール低下作用のある高硬度海洋深層水とを組み合わせること

で、本研究では、これらの疾患に対する予防効果のある飲料品（一部特定保健用食品）を開発する。 

 

 研究内容、研究成果 
 

 高知大学医学部附属病院薬剤部では、高知県の特産品の一つである枇杷の種子から独自の方法に

て加工・抽出して得た枇杷種子由来エキスから、強い抗酸化作用を示すことを見出している。抗酸

化物質としては、茶由来のカテキン、ブドウ由来のポリフェノールなど多くのものがあるが、これ

らの物質はある種の活性酸素だけに作用するものである。枇杷種子由来エキスは、他に類を見ない

抗酸化物質であり、活性酸素全般に作用を示し、かつ細胞新生作用のあるアミノ酸も多種含有され

ているという特徴をもっている。更に、コレステロール低下作用を有し、かつ生体に必要な微量元

素を含有する室戸海洋深層水との組み合わせによる飲料品は、他の類似製品と機能性において差別

化が可能である。また、塵埃として破棄されていた枇杷種子の利用による地場産業の活性化、室戸

海洋深層水の新たな付加価値の添加など、地域の産業の発展にも貢献できると考えられる。 

 医学部全体にわたる研究体制（約 60 名）を組み、地元企業である（株）小谷穀粉および（株）

オーエスケー室戸マリンフーズとの共同研究を行い、商品開発に向けた基礎的研究および臨床研究

により、試作品開発および商品化を行った。本研究活動の成果は、国内外に多くの特許取得および

出願、さらに論文化がなされ、枇杷種子由来エキスは、高知大学医学部の代表的な研究シーズとし

て位置づけられた。 

成果の一例として、花粉症対策用飲料の開発が挙げられる。基礎的研究および動物実験において、

枇杷種子由来エキスは、花粉症やアトピー性皮膚炎等のアレルギー疾患に有用であることが明らか

となった。研究成果を基に、試作品を作成し、花粉症に対する臨床試験および外部モニター試験を

行った結果、図 2および図 3に見られるように、鼻症状および眼症状の評価とも高い有用性を示し

た。現在、商品名「びわの種茶」として商品化し、高知大学および科学技術振興機構のロゴマーク

を商品ラベルに記載して販売を行っている（図 1参照）。 

 
 

 今後の展開、将来の展望 
 

 既に、本プロジェクトで開発された花粉症対策用製品は、商品化に至っている。 

今後、今回の集積された膨大なデータを活用し、さらに試作品の開発、臨床試験などの検討を重

ねることにより、肝障害、腎障害、アレルギーなどの種々の疾患に適応可能な製品（一部特定保健

用食品）の開発が可能と考える。さらに、現在、枇杷種子由来エキスについては、液体のものを原

材料として清涼飲料水に用いているが、携帯用食品として、顧客からの要望もあり、花粉症対策用

を含め、各種疾患に対応する粉末化製剤を検討中である。 
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図２「びわの種茶」モニター試験アンケート結果 

アレルギー性鼻炎に対する効果 

図１ 花粉症対策用飲料 

「びわの種茶」 

図３「びわの種茶」モニター試験アンケート結果 

アレルギー性結膜炎に対する効果 


